
 「支える会通信」がお手元に届くのは新年度にな

りますが、この原稿を書いているのは年度末です。

今年度も、多くの方々にお世話になりました。あり

がとうございました。 

「星の家まつり」「街頭募金」「チャリティコンサ

ート」、いずれも恒例になった事業ですが、これも多

くの方に支えられてのものです。ことに毎回大勢の

ボランティアの皆さんに支えられていることに、ひ

たすら感謝です。「支える会」は、「星の家」の運営

のために設立された団体ですが、理事や運営委員、

事務局員（もちろんこれらもすべてボランティアな

のですが）だけでは運営できません。会員の皆さん

の主体的参加があって初めて「星の家」の運営が可

能であることを、事業のたびに実感するのです。 

今年度の該当募金では小学生の参加がありまし

た。通行人への呼びかけのインパクトは、我々大人

には太刀打ちできないものがあり、感嘆いたしまし

た。募金に応じてくれた小学生や中学生の姿にも、

ひたすら感動です。未経験の方は、一度参加してみ

ませんか。また、チャリティコンサートでは、倉沢

大樹さん、島田絵里さんにいつもご協力いただいて

いるのですが、今回は弱冠 16 歳の高橋雅人さんが

加わり中国胡弓の演奏がありました。ここでも若い

力に圧倒されました。そして、すてきな演奏を楽し

みにチケットを購入して会場に足を運んでくださる

方が、コンサートのたびに増えていることをありが

たく思います。 

さて、過日、年度末の理事会が開かれ、平成１６

年度の補正予算、事業報告等をご審議いただきまし

た。その席上、会費収入の落ち込みが話題となりま

した。これは、振込の煩わしさも一因ではないかと

いう指摘をいただき、今後事務局で改善策を検討す

ることになりました。また、公的補助金についても

いろいろなご意見をいただきました。現在の補助金

は国と県が二分の一づつのもの（年額）と県単独補

助（児童相談所を経由して入居した子どもについて

の日額補助で生活実費に充当）のものがあります。 

最近の「星の家」は大変にケアの困難なケースが

多く、現在の職員体制では既に限界を超えている実

態があります。加えてこれまでに「星の家」を利用

し退去した子どもたちのアフターケアの仕事も当然

ながら増加する一方で、これらの仕事量を考えると、

職員の増員を図る必要に迫られております。平成１

７年度は１名の増員を予算化いたしますが、その人

件費の捻出方法について再検討することになりまし

た。これは、所管する栃木県児童家庭課との折衝に

なりますが、他県の実情が大変参考になりますので

努力してまいりたいと存じます。 

故池田勇人首相は「所得倍増計画」で知られた人

ですが、「経済改革の後遺症が心配だ」との晩年の発

１．「支える会」の課題 

理事長 伊達 悦子

←８ｔｈコンサート

認定特定非営利活動法人認定特定非営利活動法人認定特定非営利活動法人認定特定非営利活動法人    

会報会報会報会報    第第第第３０３０３０３０号号号号            発行月発行月発行月発行月    2005200520052005年年年年4444月月月月    

目 次 

１．「支える会」の課題 

２．満員御礼！第８回コンサートの報告 

（アンケート報告） 

○総会開催のお知らせ 

 

↙



言を最近知りました。小学校や中学校に「要養護」

の子どもたちが大変な勢いで増加している実態に接

しますと、暗澹たる思いになりますが、まずは一歩

づつの歩みの中で子どもたちの発達や人権の保障を

実現していかなければと考えます。 

今回は「支える会」の当面の課題についてお知ら

せいたしました。平成１７年度もどうぞよろしくお

願いいたします。 

１，６００名収容の栃木県総合文化センター大ホー

ルが“まさか！”の立見が出るほどの超満員。熱気に

包まれた第８回目のコンサート会場は、出演者の方々

の素晴らしい演奏に盛大な拍手と感動！の連続・・・。 

おかげさまで収益は前回より５０％アップの約１６

８万円になりましたことをご報告いたします。 

 

さて、２００５年２月１１日日曜日のコンサート当

日、開演1時間前にはデズニーランドの入場風景を思

い浮べるような長蛇の列。入場を早めても列はいつま

でたっても途切れず

にスタッフ一同てん

てこ舞。この慌しい

中で予定通り１７時

に開演、伊達理事長

の挨拶で始まりまし

た。 

 

第一部は今回で出演４回目のエレクトーン奏者倉沢

大樹さんと出演３回目のフルート奏者島田絵里さんの

共演。幕開けは幻想的な照明演出で「リバーダンス」

を、そして「日本の歌メドレー」・・・締めくくりは「マ

ンボ・イン」の軽快なラテンリズムで幕、休憩に。 

第二部は、倉沢さんの「剣の舞」、次に冬ソナの主題

曲「始めから今まで」をダイ様のエレクトーンと島田

さんのフルートでしっとりと聞かせてくれました。そ

してお待ちかね弱冠１６歳のプロ胡弓奏者高橋雅人さ

ん。倉沢さんとは初共演で、倉沢さん作曲の「光への

道」でスタート、次の「競馬」の曲では馬の鳴き声を

真似た演奏に会場は拍手喝采！・・・そして最後の曲

は黒人霊歌「アメージンググレイス」で締めくくり、

会場はエレクトーンと胡弓の素晴らしいコラボレーシ

ョンに感動した様子でした。 

花束贈呈の後のアンコールでは、雰囲気が一転「マ

ツケンサンバ！」。倉

沢さんが用意したキ

ンキラキンの衣装な

どを身に着けたスタ

ッフとその仲間たち

が、会場奥から演奏

にあわせて踊りなが

ら壇上へ、子どもたちなどと一緒に踊りまくり笑いを

誘う！楽しい踊りと演奏が会場を沸かせました。そし

て懐かしい曲の「君の瞳に恋してる」でフィナーレ。 

最後に星ホーム長から「星の家」の現状などを訴え

た挨拶で締めくくられ静かに幕が下りました。 

 

コンサートは今までにない大成功でしたが、そこに

は無償出演を毎年快諾してくださっている出演者の皆

様を始め、７０名を越える当日ボランティアスタッフ、

チケット販売・ＰＲに協力してくださった大勢の方々、

無償でＰＲ放送してくださった㈱エフエム栃木や新

聞・ミニコミ誌などのマスコミ各社、そして数ヶ月前

から準備やＰＲ活動に携わってきたコンサート実行委

員等々、大勢の方々の善意の協力があったからであり、

改めて皆様方に感謝しお礼を申し上げます。 

最後に１，５００部用意したプログラムが無くなる

などご来場の皆

様に何かとご迷

惑をおかけしま

したことを改め

てお詫び申し上

げます。 

２．満員御礼！ 第８回青少年の自立を支える会コンサートの報告 
事務局 多門 孝

リハーサルの一コマ 

ボランティアスタッフとの記念写

マツケンサンバ！の一コマ 
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○コンサートアンケート報告 

アンケート回答は３５２名の方からいただきました。  

 

○今後聞きたい曲 ベスト５ 

１位 色々なジャンルをバラエティ豊かに ２１名 

２位 映画音楽 １７名 

３位 クラシック １５名 

４位 倉沢さんと胡弓の演奏を １１名 

５位 ジャズ、ポピュラー、子どもが知っているアニメ 各９名 

 

 

 

 

○ご意見 

・ 素晴らしい、楽しかった、感動した １１９名 

・ 毎年楽しみ、来年も来たい ３９名 

・ 胡弓に感動 ２１名 など 

反面、 

・ 客席での飲食や幼児の声が気になるなど客のマナー

が悪くがっかり 

・ 幼児も入場可と聞いたが客席から注意を受け不愉快 

・ 星ホーム長の大切な挨拶を皆さんに聞いてほしいが

帰る人が多く・・・挨拶時間帯を変えては！ 

 ・ 演奏は昼間の時間帯に・・・ 

などのご意見・ご要望がありました。 

 

★アンケート集約結果から 

この結果を出演者の方々にお知らせすると共に、 

・ 新聞やポスター、ラジオ、プレイガイドなどでコン

サートを知ったが１／３を占めたことから、マスコ

ミ等の積極的活用がチケット販売の促進につなが

る 

・ 加えて、来場者は非会員の方々、そして中高年

齢層に多いことから、 

今後のコンサートの機会を通じて、支える会の活動

紹介・PRをより一層積極的に行うことにより、支える

会が目指す市民参加による自立を見守る社会的ネット

ワークづくりの推進につなげたいと思います。 

なお、演奏は“昼間の時間帯”でとの声がありまし

たが、会場準備（前日から二日間必要）の都合により、

会場・ボランティアの手配や多額の費用増加を伴うこ

とから、現在の支える会の財政状況や入場料金アップ

の難しさなどを考えると、準備開演が一日で済む現状

の夕方開演でご理解ほどお願いいたします。 
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Ｎ＝３５

○アンケート回答者の会員種別  

非会員が２００名と全体の５７％を占めてい

る。この内1７０名強が次回案内希望者である。 
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沢ＨＰ他, 36,

10%

○コンサートを何で知りましたか？ 

 知人からが231名で全体の６３％を占めている。 
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○アンケートにお答えになった年代 

４０歳以上の中高年齢層が約７０％を占めている。

Ｎ＝３５

★某ミュージシャンホームページの掲示板に書

き込まれたコンサート来場者の感想を紹介しま

す。 
『とても素敵なコンサートでした。大樹さんをはじめとする出演

者の方々が無償であのような舞台に立ってさるなんて…、それだけ

でもとても感動してしまいました。最後の星の家の代表の方のお言

葉も心に染みました。私にもまだまだ知らない世界があるのだとい

うこと、そんな世界を若者たちが苦しみながらも頑張っていること

…、ありふれた日常をただただ平凡に過ごしている自分にできるこ

とは何かあるだろうか…と色んなことを考えさせられたコンサー

トでもありました。また来年も楽しみにしています。』 



○寄付・会費納入者  敬称略 

  平成16年１０月～1７年３月まで 

（個人情報保護の観点から、ウェブ版では個人名は割愛

させていただきます） 

 

●支える会募金箱 
作新学院大学学生会館内購買部（3回） ワールドコーラス宇都宮 

作新学院大学女子短期大学部学友会 ワールドコーラス小山 

 喫茶店 シャローム 

ありがとうございました！ 

 

ご不明な点がございましたら当会に問い合わせていただければ幸い

に存じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（編集後記） 

 春を迎えて「星の家」は巣立ちの季節。３月に入っ

て男子２名、女子１名がめでたく自立への道に一歩を踏

み出しました。 

代わって男子３名、女子１名が新たに入居しました。

そして早速仕事探しに。希望の職種がある様子なので、

早く希望の仕事につければと・・・ 

新住人の皆さんは、「星の家」の環境に直ぐなれた様子

で、一見控えめながらも人懐こい子どもたちです！ 会

員の皆さん、「星の家」の近く来た折には“チョコット”

寄って見てはいかがですか！ 

「星の家」の近況でした。 （多門） 
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＊募金箱をお持ちの方へのお願い 

 支える会の募金箱の配布先が判らない所があり

ます。募金の回収が滞りご迷惑をおかけしている

ことと思い、失礼をお詫び申し上げますと共に、

早期に募金回収をしたいと思っております。 

そこで、誠に恐縮ですが募金箱をお持ちの方は、

事務局までご連絡のほどよろしくお願い申しあげ

ます。 

なお、募金回収方法、時期につきましては、ご

相談させていただきます。 

重ねてよろしくお願い申し上げます。 


